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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IGMP スヌーピングの情報

IGMP スヌーピング
通常、デバイスは受信するすべてのフレームのソースアドレスフィールド内を確認することで

MACアドレスを学習するため、マルチキャストトラフィックはフラッディングするようになり
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ます。マルチキャストMACアドレスは、パケットのソースアドレスとして使用されることはあ
りません。そのようなアドレスはMACアドレステーブルには現れないので、デバイスはマルチ
キャストMACアドレスを学習する方法を持っていません。

マルチキャストデバイスのレイヤ 3で実行される IPマルチキャストインターネットグループ管
理プロトコル（IGMP）は、マルチキャストトラフィックのルーティングが必要なサブネットで
レイヤ 3 IGMPクエリーを生成します。（デバイスの）IGMPは、一般的な IGMPクエリーを定
期的に送信します。

IGMPスヌーピングは、イーサネット仮想回線（EVC）ベースのフィーチャセットです。EVCは
VLANの概念とブロードキャストドメインを分離します。 EVCは、プロバイダーが提供してい
るレイヤ2サービスの単一インスタンスのエンドツーエンド表現です。シスコEVCフレームワー
クでは、ブリッジドメインは、サービスインスタンスと呼ばれているレイヤ 2インターフェイス
（1つまたは複数）で構成されます。サービスインスタンスは、あるデバイス上のあるポート上
で EVCをインスタンス化したものです。サービスインスタンスは、設定に基づいてブリッジド
メインに関連付けられます。

従来、VLANはブロードキャストドメインであり、物理ポートはアクセスポートとして VLAN
に割り当てられていました。トランクポートによって受信されるパケットの VLANタグと内部
VLANブロードキャストドメインは同じ番号です。 EVCによって、イーサネットフローポイン
ト（EFP）が設定され、ブロードキャストドメインと関連付けられます。VLANタグは EFPを識
別するためにだけ使用され、ブロードキャストドメインの識別には使用されません。

ブリッジドメインの EVCベースの IGMPスヌーピングをイネーブルにすると、ブリッジドメイ
ンインターフェイスは、1つのレイヤ 2マルチキャストグループごとに 1つの IGMP加入要求の
みを含む IGMPクエリーにレイヤ 2で応答します。各ブリッジドメインは、レイヤ 2ブロード
キャストドメインを表します。ブリッジドメインインターフェイスは、IGMP加入要求を受信
する各レイヤ 2マルチキャストグループのレイヤ 2転送テーブルに、サブネットごとに 1個のエ
ントリを作成します。このマルチキャストトラフィックに関係するすべてのホストが、IGMP加
入要求を送信して、転送テーブルエントリに追加されます。ブリッジドメインインターフェイ

スが属するブリッジドメインのレイヤ 2ルックアップ時に、ブリッジドメインは正しい EFPに
パケットを転送します。ブリッジドメインインターフェイスがホストから IGMPグループ脱退
メッセージを受信すると、ホストのテーブルエントリが削除されます。

レイヤ 2マルチキャストグループは IGMPスヌーピングを通して動的に学習されます。ただし、
スタティックにレイヤ 2マルチキャストグループを設定できます。グループメンバーシップを
マルチキャストグループアドレスに静的に指定すると、その静的な設定値は IGMPスヌーピング
による自動操作より優先されます。マルチキャストグループメンバーシップのリストは、ユー

ザが定義した設定値と IGMPスヌーピングによって学習された設定値の両方で構成できます。
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IGMP スヌーピングを設定する方法

IGMP スヌーピングのイネーブル化
IGMPスヌーピングをイネーブルにする次の作業は、IGMPスヌーピングを明示的にディセーブル
にした後でのみ実行します。デフォルトでは、IGMPスヌーピングはすべての既存の VLANイン
ターフェイスおよびブリッジドメインインターフェイスでイネーブルです。

はじめる前に

インターフェイスで IGMPスヌーピングをイネーブルにするには、IPマルチキャスト用に設定す
る必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip igmp snooping
4. bridge-domain bridge-id
5. ip igmp snooping
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

ディセーブルにした後で、IGMPスヌーピングをグロー
バルにイネーブルにします。

ip igmp snooping

例：
Device(config)# ip igmp snooping

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ブリッジドメインコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

bridge-domain bridge-id

例：
Device(config)# bridge-domain 100

ステップ 4   

（任意）設定されたブリッジドメインインターフェイ

ス上で IGMPスヌーピングをイネーブルにします。
ip igmp snooping

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp
snooping

ステップ 5   

•指定されたブリッジドメインで IGMPスヌーピン
グが明示的にディセーブルにされた場合にだけ必要

です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-bdomain)# end

ステップ 6   

IGMP スヌーピングのグローバルな設定
IGMPスヌーピングのグローバルコンフィギュレーションを変更するには、次の作業を実行しま
す。

はじめる前に

IGMPスヌーピングがイネーブルであること。 IGMPスヌーピングは、デフォルトでイネーブル
になっています。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip igmp snooping robustness-variable variable
4. ip igmp snooping tcn query solicit
5. ip igmp snooping tcn flood query count count
6. ip igmp snooping report-suppression
7. ip igmp snooping explicit-tracking-limit limit
8. ip igmp snooping last-member-query-count count
9. ip igmp snooping last-member-query-interval interval
10. ip igmp snooping check {ttl | rtr-alert-option}
11. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

（任意）IGMPスヌーピングロバストネス変数を設
定します。

ip igmp snooping robustness-variable variable

例：
Device(config)# ip igmp snooping
robustness-variable 3

ステップ 3   

（任意）デバイスがスパニングツリールートでない

場合でも、デバイスがTCNクエリー要求を送信でき
るようにします。

ip igmp snooping tcn query solicit

例：
Device(config)# ip igmp snooping tcn query
solicit

ステップ 4   

（任意）IGMPスヌーピングの TCNフラッディング
クエリーカウントを設定します。

ip igmp snooping tcn flood query count count

例：
Device(config)# ip igmp snooping tcn flood
query count 4

ステップ 5   

（任意）IGMPスヌーピングのレポート抑制をイネー
ブルにします。

ip igmp snooping report-suppression

例：
Device(config)# ip igmp snooping
report-suppression

ステップ 6   

（任意）IGMPスヌーピングの明示的トラッキング
データベースのレポートの数を制限します。

ip igmp snooping explicit-tracking-limit limit

例：
Device(config)# ip igmp snooping
explicit-tracking-limit 200

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターネットグループ管理プロトコル

（IGMP）が IGMP leaveメッセージの受信に対して
ip igmp snooping last-member-query-count count

例：
Device (config)# ip igmp snooping
last-member-query-count 5

ステップ 8   

クエリーメッセージを送信する頻度を設定します。

デフォルト値は 2ミリ秒です。

（任意）この時間内にレポートが受信されなかった

場合に、グループレコードが削除されるという値を

設定します。デフォルトは 1000ミリ秒です。

ip igmp snooping last-member-query-interval
interval

例：
Device (config)# ip igmp snooping
last-member-query-interval 200

ステップ 9   

（任意）IGMPスヌーピングチェックを実行します。ip igmp snooping check {ttl | rtr-alert-option}

例：
Device (config)# ip igmp snooping check ttl

ステップ 10   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device (config)# exit

ステップ 11   

ブリッジドメインインターフェイス上での IGMP スヌーピングの設定
ブリッジドメインインターフェイス上で IGMPスヌーピング設定を変更するには、次の作業を実
行します。

はじめる前に

•ブリッジドメインインターフェイスが作成されている必要があります。『Cisco ASR 1000
Series Aggregation Services Routers Software Configuration Guide』の「Configuring Bridge Domain
Interfaces」の項を参照してください。

• IGMPスヌーピングが、設定するインターフェイスでイネーブルになっている必要がありま
す。 IGMPスヌーピングは、デフォルトでイネーブルになっています。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. bridge-domain bridge-id
4. ip igmp snooping immediate-leave
5. ip igmp snooping robustness-variable variable
6. ip igmp snooping report-suppression
7. ip igmp snooping explicit-tracking
8. ip igmp snooping explicit-tracking-limit limit
9. ip igmp snooping last-member-query-count count
10. ip igmp snooping last-member-query-interval interval
11. ip igmp snooping access-group {acl-number | acl-name}
12. ip igmp snooping limit num [except {acl-number | acl-name}]
13. ip igmp snooping minimum-version {2 | 3}
14. ip igmp snooping check {ttl | rtr-alert-option}
15. ip igmp snooping static source source-address interface port-type port-number
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

ブリッジドメインコンフィギュレーションモード

を開始します。

bridge-domain bridge-id

例：
Device(config)# bridge-domain 100

ステップ 3   

（任意）IGMPv2即時脱退処理をイネーブルにしま
す。

ip igmp snooping immediate-leave

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
immediate-leave

ステップ 4   

即時脱退処理とクエリーカウントの両方

を設定した場合は、高速脱退処理が優先

されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IGMPスヌーピングロバストネス変数を設
定します。デフォルトは 2です。

ip igmp snooping robustness-variable variable

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
robustness-variable 3

ステップ 5   

（任意）ブリッジドメインインターフェイス上で、

すべてのホストに対してレポート抑制をイネーブル

にします。

ip igmp snooping report-suppression

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
report-suppression

ステップ 6   

（任意）IGMPスヌーピングの明示的トラッキング
をイネーブルにします。明示的トラッキングはデ

フォルトでイネーブルになっています。

ip igmp snooping explicit-tracking

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
explicit-tracking

ステップ 7   

（任意）IGMPスヌーピングの明示的トラッキング
データベースのレポートの数を制限します。

ip igmp snooping explicit-tracking-limit limit

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
explicit-tracking-limit 200

ステップ 8   

（任意）IGMP leaveメッセージの受信に対して送
信されるスヌーピングクエリーメッセージの間隔

を設定します。デフォルト値は 2ミリ秒です。

ip igmp snooping last-member-query-count count

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
last-member-query-count 5

ステップ 9   

即時脱退処理とクエリーカウントの両方

を設定した場合は、高速脱退処理が優先

されます。

（注）

（任意）この時間内にレポートが受信されなかった

場合に、グループレコードが削除されるという値

を設定します。デフォルトは 1000ミリ秒です。

ip igmp snooping last-member-query-interval
interval

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
last-member-query-interval 2000

ステップ 10   

ブリッジドメインでACLベースのフィルタリング
を設定します。

ip igmp snooping access-group {acl-number |
acl-name}

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
access-group 1300

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ブリッジドメインで許可されるグループ

またはチャネルの数を制限します。

ip igmp snooping limit num [except {acl-number |
acl-name}]

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping 4400
except test1

ステップ 12   

（任意）IGMPプロトコルフィルタリングを設定し
ます。

ip igmp snooping minimum-version {2 | 3}

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
minimum-version 2

ステップ 13   

（任意）IGMPスヌーピングチェックを実行しま
す。

ip igmp snooping check {ttl | rtr-alert-option}

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
check ttl

ステップ 14   

（任意）レイヤ 2 LANポートにホストを静的に設
定します。

ip igmp snooping static source source-address
interface port-type port-number

例：
Device(config-bdomain)# ip igmp snooping
static source 192.0.2.1 interface

ステップ 15   

gigbitethernet 1/1/1

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-bdomain)# end

ステップ 16   

EFP の設定
EFPで IGMPスヌーピング機能を設定するには、この作業を実行します。

はじめる前に

EFPおよびブリッジドメインはあらかじめ設定しておく必要があります。レイヤ 2ポートでサー
ビスインスタンスを設定すると、イーサネット仮想接続（EVC）機能を設定する疑似ポートまた
はイーサネットフローポイント（EFP）が作成されます。設定の詳細については、『Carrier
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Ethernet Configuration Guide』「Configuring Ethernet Virtual Connections on the Cisco ASR 1000 Router」
の項を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router-guard ip multicast efps
4. interface type number
5. service instance id ethernet
6. router-guard multicast
7. ip igmp snooping tcn flood
8. ip igmp snooping access-group {acl-number | acl-name}
9. ip igmp snooping limit num [except {acl-number | acl-name}]
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

（任意）すべての EFPに対するルータガードを
イネーブルにします。

router-guard ip multicast efps

例：
Device(config)# router-guard ip multicast
efps

ステップ 3   

（任意）設定するブリッジドメインインターフェ

イスを指定します。

interface type number

例：
Device(config)# interface BDI100

ステップ 4   

（任意）EFPを設定するイーサネットサービス
コンフィギュレーションモードを開始します。

service instance id ethernet

例：
Device(config-if)# service instance 333
ethernet

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）EFPでルータガードを設定します。router-guard multicast

例：
Device(config-if-srv)# router-guard multicast

ステップ 6   

（任意）EFPで TCNフラッディングをディセー
ブルにします。 TCNフラッディングはデフォル
トでイネーブルです。

ip igmp snooping tcn flood

例：
Device(config-if-srv)# no ip igmp snooping
tcn flood

ステップ 7   

（任意）EFPで ACLベースのフィルタリングを
設定します。

ip igmp snooping access-group {acl-number |
acl-name}

例：
Device(config-if-srv)# ip igmp snooping
access-group 44

ステップ 8   

（任意）EFPで許可される IGMPグループまたは
チャネルの数を制限します。

ip igmp snooping limit num [except {acl-number |
acl-name}]

例：
Device(config-if-srv)# ip igmp snooping limit
1300 except test1

ステップ 9   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if-srv)# end

ステップ 10   
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IGMP スヌーピングの確認

手順の概要

1. enable
2. show igmp snooping [count [bd bd-id]]
3. show igmp snooping groups bd bd-id [count | ip-address [verbose] [hosts | sources | summary]]
4. show igmp snooping membership bd bd-id
5. show igmp snooping mrouter [bd bd-id]
6. show igmp snooping counters [bd bd-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバル、またはブリッジドメインごとの

IGMPスヌーピングの設定を表示します。
show igmp snooping [count [bd bd-id]]

例：
Device(config)# show igmp snooping

ステップ 2   

ブリッジドメインごとにグループのスヌーピン

グ情報を表示します。

show igmp snooping groups bd bd-id [count |
ip-address [verbose] [hosts | sources | summary]]

例：
Device(config)# show igmp snooping groups bd
100

ステップ 3   

IGMPv3ホストメンバーシップ情報を表示しま
す。

show igmp snooping membership bd bd-id

例：
Device(config)# show igmp snooping membership
bd 100

ステップ 4   

グローバル、またはブリッジドメインごとにマ

ルチキャストポートを表示します。

show igmp snooping mrouter [bd bd-id]

例：
Device(config)# show igmp snooping mrouter

ステップ 5   

   IP マルチキャスト：IGMP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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目的コマンドまたはアクション

グローバル、またはブリッジドメインごとに

IGMPスヌーピングカウンタを表示します。
show igmp snooping counters [bd bd-id]

例：
Device(config)# show snooping counters

ステップ 6   

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco ASR 1000 Series
Aggregation Services Routers
Configuration Guides』

ASR 1000シリーズルータの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IP マルチキャスト：IGMP コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S    
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9343/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9343/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9343/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/support


IGMP スヌーピングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：IGMP スヌーピング設定の機能情報

機能情報リリース機能名

IGMPスヌーピングは、イーサ
ネット仮想接続（EVC）インフ
ラストラクチャに基づいた、IP
マルチキャスト抑制メカニズム

です。 IGMPスヌーピングは、
ホストとルータ間で送信される

IGMPパケットのレイヤ 3情報
（IGMP Join/Leaveメッセー
ジ）を検査します。

次のコマンドが導入または変更

されました。ip igmpsnooping、
ip igmp snooping check、 ip
igmp snooping explicit-track ing
limit、ip igmp snooping
immediate leave、ip igmp
snooping last-member-query
count、ip igmp snooping
last-member-query interval、ip
igmp snooping
report-suppression、ip igmp
snooping robustness-variable、
ip igmp snooping static、ip igmp
snooping tcn flood (if-srv)、ip
igmp snooping tcn flood query、
ip igmp snooping tcn flood query
solicit、router guard ipmulticast
efps

Cisco IOS XE Release 3.5S

15.2(4)S
IGMPスヌーピング
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